


発行 日 平成 3 年 2 月 2 日 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 県 内 各界 、 各層 の 組織 の 横断 的 か つ 意 欲 あ る 「 参 画 」 「 連 携 」 を 実現 し 、 さら に 、 各 組織 の 智 癌 を 
結集 し 、 ス ピー ド 感 を 持っ て 「 実 践 」 す る こと に より 、 地域 の 総合 的 な 発展 を 目指 す 新 し い ネ ットワーク で す 。 





会 員 の 皆様 に は 、 ま すま す 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上げ ます 。 い わ て 未来 づく り 機 構 だ より 第 10 号 を お 届け し ます 。 
本 号 で は 、 1 月 31 日 に 開催 され た 平成 22 年度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル の 内 容 を 中 心 に 報告 いた し ます 。 
今後 と も 、 機 構 の 活動 に 御 理 解 と 御 協力 を 賜り ます よう 、 よ ろ し く お願い いた し ます 。 


事業 報告 
画 今後 の 作業 部 会 の 方 向 


今後 の 部 会 の あり 方 と し て 、 第 1 作業 部 会 は 、 
検討 終了 。 第 2、 第 3 作業 部 会 は 、 テ ー マ を 絞 し 込 
ん で 、 引 き 続 き 検討 する こと と され まし た 。 


また 、 ラウ ンド テー ブル メン バー か ら 観 光 関 係 
の 作業 部 会 を 立ち 上 げ て は どう か 、 と の 提案 が あ 
り 、 新た に 設置 され る 企画 委員 会 に お いて 検討 す 
る こと と され まし た 。 


HP2 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


平成 23 年 1 月 31 日 (月 )、 岩手 県 店 に お いて 、 平 
成 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル が 開催 され まし た 。 


まず 初め に 、 各 作業 部 会 か ら の 報告 が 行わ れ ま し 
た 。 第 1 から 第 3 の 作業 部 会 は 、 3 年 目 の 今年 度 が 取 
り ま と め の 年 度 と な っ て いま す 。 また 、 第 4、 第 5 の 作 
業 部 会 は 、 5 年 間 の 計画 で 検討 を 進め る こと と な っ て 
いた も の で す 。 


次 いで 、 企画 委員 会 の 設置 に つい て 、 事務 局 か 
ら 設置 の 目的 や 、 メン バー の 構成 に つい て 案 が 示さ 
れ 、 ラウ ンド テー ブル メン バー が 協議 の 上 、 了承 され 
まし た 。 


最後 に 、 昨年 12 月 下旬 と 年 末年 始 に か け て の 岩手 
県 の 沿岸 と 北部 を 中 心 と する 暴風 、 波浪 、 大雪 の 災 
害 に 対す る 緊急 アピ ー ル 案 が 事務 局 よ り 提案 され 、 
了承 され まし た 。 


企画 調整 機能 を 強化 する た め 、 新 た 
に 設置 する 企画 委員 会 の メン バー の 例 が 、 次 の 
と お り 事 務 局 か ら 提案 され 、 了 承 さ れ ま し た 。 





岩手 銀行 常務 
岩手 県 商工 会 議 | 専務 理事 
所 連合 会 
岩手 大 学 地域 連携 担当 理事 
県 立 大 学 副 学 長 

岩手 県 政策 地域 部 長 
作業 部 会 各 座 長 
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暴風 、 波 浪 、 大 雪 の 災害 に 対す る 緊急 アビ ピー ル 岩手 の モノ 紹介 コー ナー 


昨年 12 月 下旬 と 年 末年 始 に か け て の 岩手 県 の 治 1 3 a ザ で は 「 

岸 と 北部 を 中 心 と する 暴風 、 波 浪 そ し て 大 雪 は 、 農 コー ナー」 と し て 、MadeinlWATE の モノ 【 商品 、 技 術 、 
0 ービス な ど ) と 、 ノ に 対す る こだわ | 
林 水 産業 は も と より 、 道 路 な どの 生活 基盤 に も 大 き || 移 信 し で いま で 、 そ の モノ に 対す る こだわ り を 広く 情報 
な 被害 を も た らし た 。 特 に 沿岸 で は 、 昨 年 2 月 の チ 
リ 中 部 沿岸 の 地震 に よる 津波 に 加え て 、 度 重なる 災 へ 【 カム パネ ラ 】 
害 を 被っ た 。 第 7 弾 】 4 
ノ 岩手 の 自然 を 愛す る 職人 の 
トロ コー | 自 、 = 、<<= 所 太る 品 し | ーー デ 手作り フラ イロ ッ ド 1 { 

私 た ち 宇 手 県 民 は 、 過去 に も 大 き な 災害 を 繰り 返 紫波 町 の 釣り 工房 『 カム パネ ラ 』 で は 「 カー ボン ロッ ド 」 と 「 バン 
し 経験 し て きた が 、 豊 か な 目 然 の 恵み と 、 人 と 目 然 || テー ロッ ド 」、 2 種 の フラ イロ ッ ド を 作っ て いま す 。 全て 手作り し 、 
と の 共生 、 そ し て 人 々 の 結 ( ゆい ) の 精神 に より 、 
屈する こと な く 、 必 ず 乗 り 越え て きた 。 







































一 人 ひと り の カス タマ イズ に も 応じ て いる た め 、 一 月 に 生産 で きる 数 
は の 本 ほど 。 全 国 各地 か ら 注文 が め り 、 1 年 半 待 ちの 状態 で す 。 

上 ー 「 魚の こと を 思い な が ら 、 思い な が と いる 。 
こ の た び の 災害 に つい て も 、 県 民 は 元気 を 出し 、 の こと を 思い な が ら 、 使っ て くれ る 人 を 思い な が ら 作 っ て いる 。」 


肢 に 復興 に 向け て 確か な 足取り で 歩み 出し て いる 。 RN 
= 工房 に は 、 釣り を 愛す る 
オー ル 岩 手 の 官民 協 働 の ネッ トワ ー ク で ある 「 い 人 た ち が 集 っ て いま す 。 
わ て 未来 づく り 機構 」 は 、 広 く 県 民 が 、 被 害 に あわ 


れ た 地域 の 産品 を 購入 、 愛 用 する こと な ど に より 、 " 
地域 の 復興 に 手 を 差し 伸 ぷ る こと を 会 員 と と も に 緊 || 第 8 弾 【 TK: が 】 


本 、 ノン 生か ら 日 本 ご Wsewy 
国産 テル ミン | 


テル ミン と は 1920 年 に 発明 され た 世界 初 の 電子 楽器 で す 。 
日 本 で は 、 宮 古市 の 新沼 好文 さん が 初 の 国産 テル ミン 開発 ・ 製作 者 
で あり 、 唯 一 人 の 製作 者 で す 。 アー ティ スト で も ある 新沼 さん の 
| テル ミン は 定評 が あり 、 多 く の プロ 達 に 
愛用 され て いま す 。「 物流 と イン ター ネッ ト 
環境 の 充実 に より 、 地 域 に よる ハン ディ は 
な く な っ た 。」 と 新沼 さん 。 今日 も 全国 で 
その 音色 響 か ば は て いる こと で し ょ う 。 

[ 写真 左 : テル ミン を 演奏 する トリ 音 さん ] 








平成 2 3 年 1 月 3 1 日 
いわ て 未来 づく り 機 構 ラウ ンド テー ブル 
野 勝 美 (( 社 岩手 経済 司 友 会 代表 幹事 ) 

己 (岩手 大 学 学長 ) 
也 (岩手 県 知事 ) 
雄 (前 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 ) 
久 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 豆 ) 
久 (岩手 県 立 大 学 学長 ) 


画 災害 応援 フェ ア の 開催 
緊急 アピール を 受け 、2 月 9 日 か ら 4 日 間 、「 岩 手 県 


沿岸 ・ 北部 の 暴風 ・ 波 浪 ・ 大 雪 の 災害 応援 フェ ア 」 を 開 ー 
催し まし た 。 画 平成 2 3 年 度 総会 


初日 は T も りお か 婁 明か り 」 会 場 の 盛岡 城中 公園 で 、| | や 日 時 は 平成 年 の 5 月 下旬 か ら 6 月 中 名 ころ 


2 日 目 以降 は 「 らら ・ い わ て 」 で 開催 し 、 多 く の 方 に を 想定 し て いま す 。 
来場 し て いた だ きま し た 。 © 会場 は 、 盛 岡市 の ホテ ル の 予定 で す 。 


いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機関 の 代表 者 及び 担当 者 名 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が び ご ざいましたら 、 ア イー ナ 事 務 局 の 和 山 ・ 大 友 ま で お 知ら 
せく だ さい 。 
電 話 : 019-606-1775( FAX 兼用 ) E-mail: daihyo@watemirai.om  〒020-0045 盛岡 市 盛岡 駅 西 通 1-7-1 
ホー ムペ ー ジ http:/iwatemirai.comy 会 員 用 ホー ムペ ー ジ http:/iwatemirai.comWxoops/ 








